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データベースサイトに関連する考え⽅の整理
NPOの情報開示・発信の基盤には、次の3つの階層がある。

1. 行政が整えるべき範囲 ＝法に基づいた義務的な情報開示

– 法の規定や登記する内容に準じた⼀律で正確な情報開⽰
ex）団体名、役員名、所在地、⽬的、活動分野等

2. 民間データベースが担う範囲 ＝NPOが自発的に行う情報開示

– 上記ではNPOの情報を知りたい⼈（⽀援者等）にとっては⾜りない、基礎
的な組織情報の開⽰
ex）事務所連絡先（TEL/FAX/Email）、登記住所以外の活動拠点、サイト・
ブログのURL、詳細な活動内容、活動実績、団体の成⽴ち、法⼈化前の活動
歴等

3. 多様な主体が生み出す範囲 ＝情報の出し手が独自に創意工夫する情報発信

– フォーマットにとらわれない、⾃由な情報発信
– ブログの充実、画像・映像での配信、ソーシャルメディアの活⽤など。
「伝わる」情報発信のための、創意⼯夫
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NPOが開⽰・発信する情報の階層

１．行政が整えるべき範囲
＝（法に基づいた）義務的な情報開示

３．多様な民間サービスを生み出す範囲
＝NPOが独自に創意工夫する情報発信

２．民間データベースが担う範囲
＝NPOが自発的に行う情報開示
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固定的な情報

相手によって
表現を変化させる情報



情報の階層の概念に合わせた、データベースサイトのイメージ
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例１
寄付・寄贈仲介

例２
NPO向け割引販売

例３
事務⽀援の
ツール提供

例４
NPO評価

NPOや支援者向けの多様なサービスの創出

基礎的な情報の共通プラットフォームづくり

３．多様な⺠間サービスを⽣み出す範囲

１．⾏政が整えるべき範囲
＝（法に基づいた）義務的な情報開⽰

２．⺠間データベースが担う範囲
＝NPOが⾃発的に⾏う情報開⽰



NPOが開⽰・発信する情報の階層の概念に合わせた
データベースサイトのイメージ

「データは共有し、サービスは多様化させる」

– 基礎的な情報は集約する
– どのサイトで開⽰をしても変わらない、固定的な情報を⼀元化
– NPOの情報開⽰の⼿間が省⼒化され、全体的に開⽰情報が充実する
– 基礎的な情報は、公的な財産と捉える
– NPOや寄付者を⽀援するサービスを提供する、様々な団体をバック
アップできる

– NPOによる修正の機会を増やし、情報の正確性をさらに⾼めることが
できる
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検討が必要な事項

1. 開示する情報の項目と、行政・民間が扱う範囲を明確化する

– ⾏政が取り扱うべき情報の範囲は何か。
• 市⺠活動の⾏政に対する独⽴性を担保するため、⾏政にすべての情報を集
約するのではなく、⺠間による情報開⽰⽀援の仕組みを活⽤する。

2. 最低限の法的措置を行う

– たとえばNPO法では、事業報告書等の閲覧の規定はあるが、インター
ネットでの開⽰規定がない。

– 特に⾏政が⾏うべき情報開⽰を裏付ける、法的措置を⾏う。

3. 個人情報の保護に留意する

– 役員名簿等、個⼈情報の保護に留意する。
– NPOの中にはセンシティブな問題を扱う団体もあることに留意が必要。
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NPO法⼈データベースサイト
「NPOヒロバ」について
www.npo-hiroba.or.jp
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「NPOヒロバ」とは

• 2001年運用開始

• NPO法人に特化したデータベースサイト

• 所轄庁が公開する情報をもとに全NPO法人を定期的に調査・掲載

• 掲載した全NPO法人にIDとパスワード付与

– サイトにログインし、⾃由に情報の追記・修正が可能

• 地域のNPO支援センターのデータベース開発・運用支援
（データとシステムの提供）

– いばらきNPOセンターコモンズ（茨城県内のNPO法⼈DB）
http://www.npo-hiroba.or.jp/lc/02/search/

– ⾼知県ボランティア・NPOセンター
（⾼知県内のNPO法⼈、社会福祉法⼈、任意団体等⾮営利団体のDB）
http://www.npo-hiroba.or.jp/lc/06/search/



NPOヒロバの運⽤における基本的な考え⽅

• 「データベース」サイトに徹します

– 多機能なサービス提供は他のサイトの創意⼯夫に任せ、NPOヒロバは情報
「開⽰」の基盤としての「データベース」にこだわり、データベースが充
実するための取り組みに集中します。

• 例えばブログ：ブログシステム⾃体は提供せず、代わりに各団体がそれぞれ持っ
ているブログの投稿を、NPOヒロバに⾃動転載できる仕組みを持っています。

• データは、他のサイトに提供できるようにします

– 情報開⽰データは⼀元化し、情報発信サイトは多様化することが理想
• NPOのランク付け、評価をしません

– 評価は⾒る⼈の数だけあります
– 評価をする⼈の助けになる情報は提供します

• 多様な検索の仕組みを提供します

– フリーワード検索、エリア検索など
– 「なんとなく」な情報で探している団体を⾒つけられるように



基本的な考え⽅に基づいた
主な機能

• 全NPO法人の基礎情報掲載と、自主的な情報追記の推奨

– 定期的に全所轄庁にデータを照会し、全NPO法⼈の基礎情報を掲載

– 全NPO法⼈にID・パスワードを付与。
オンラインでの⾃主的な情報の追加・書き換えが可能。

• NPOヒロバのデータ＆システム提供

– NPOヒロバのデータとシステムを使って、地域別や分野別などのデータベースを運⽤していただく
ことができます。

• 多様な検索の仕組み

– フリーワード検索、検索結果からの絞り込み再検索など

• NPOヒロバを活用した、多様なサービスの提供

– アドビシステムズ、マイクロソフト、シマンテックによるソフトウェア寄贈の仲介
• ⽶国のNPO「TechSoup Global」と連携し、2009年6⽉から開始。

• 情報開⽰を担保に、開始以来市場価格換算で3億6千万円相当のソフトウェア寄贈仲介を実施。

– ⼤塚商会「たのめーる」と連携した、NPO向け⽂具割引販売

– 公益法⼈協会による公益法⼈データベース「NOPODAS」開発へのアドバイス


